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令和 7年度 青森市子ども会議 in青森市営バス 100周年記念セレモニー 

 

１ 日  時  令和 8年 3月 8日（日）9時 00分～12時 30分 

２ 場  所  青森市役所本庁舎 1階サードプレイス・3階会議室 

３ 出 席 者  子ども会議委員 13名、子どもサポーター2名、事務局 2名 

４ 活動内容  （1）青森市営バス 100周年記念セレモニーに向けて 

（2）青森市営バス 100周年記念セレモニー 

（3）活動報告会に向けて 

 

５ 開催概要 

 青森市営バス 100 周年記念セレモニーに参加した後、前回に引き続き、活動報告会に向けた準備

を行いました。 

 

青森市営バス 100周年記念セレモニーに向けて    

初めに会議室に集まり、青森市営バス 100周年記念セレモニーに向けたリハーサルを行いました。

当日出席した委員全員で発表するため、原稿を読む順番の最終確認を行いました。各自で自分の担

当部分を練習した後、実際にステージに立つ位置の確認をしました。また、最初と最後に全員で声を

合わせる部分や、マイクの受け渡しについても確認しました。 

本番 30分前にはセレモニーの会場へ移動し、自分たちの席から前に出て発表し、席に戻るまでの

一連の流れを確認して、本番に備えました。 

 

青森市営バス 100周年記念セレモニー 

子ども会議委員が、次第の 6番目で、青森市営バス 100周

年記念イベントの一つとして録音に参加した「こども車内

アナウンス」の取組発表を行いました。 

 

〈音声案内のきっかけ〉 

今回の取組のきっかけは、市営バス 100周年を記念して、交

通部の方からお声がけをいただいたことでした。交通部の方か

らは将来にわたってバス交通を維持するため、「子どもたちに、

バス交通に愛着をもってほしい」、「放送を聞いた利用者に親し

みを感じてほしい」という願いがあることを教えていただきました。 

〈録音した停留所〉 

今回録音した停留所は、「浅虫水族館前」や「道の駅ゆーさ浅

虫前」など全部で 40か所です。この 40か所は、観光地や利用

者の多い公共施設など、多くの市民の皆さんが利用したり活動

したりしている場所です。 
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〈一言コメント〉 

そのうち 14か所は、私たち子ども会議委員が、その場所の歴

史や魅力について調べわかりやすく紹介するため、「次は○○

です。」の停留所の案内の後に自分たちで考えた「一言コメン

ト」も添えて録音しました。 

一言コメントを考えるのは大変でしたが、その場所について

調べる中で、今まで知らなかったことや、新しい発見がたくさ

んありました。また、短い言葉の中で、その施設のよさや特長が伝わるように工夫しました。普段は

気づかなかった青森市の魅力をあらためて知ることができ、とてもよい経験になりました。 

 

〈概要説明〉 

令和 7年 11月 9日に開催された第 11回子ども会議で、音声   

案内の録音を行いました。 

当日は、録音をする前に、交通部の方から、青森市営バスの

概要について説明をしていただきました。「市営バスの歴史」、

「運行実績」、「利用者の割合」「近年導入したサービス」などに

ついて、写真付きの資料で、わかりやすく解説していただきま

した。 

普段、何気なく乗っていて、バスについて深く考えたことはありませんでしたが、お話を聞くうち

にだんだん興味がわいてきました。市営バスには、こんなに長い歴史があり、知らなかったことを知

ることができました。青森市の市営バスはすごいなと思い、楽しく学ぶことができました。今回の発

表を通して、バスについて新しいことをたくさん知ることができて、よい経験になりました。 

 

〈録音の様子〉 

音声案内の取組について説明を受けた後、２つの班に分かれ

て録音を行いました。交通部の方から、利用者の皆さんが聞き

取りやすいように、「明るい声」「はっきり」「早口にならないよ

うにゆっくり」というアドバイスをいただきました。実際に録

音が始まると、マイクを前に、とても緊張しました。でも「こ

の声が、実際にバスの中で流れるんだ」と思うと、楽しみな気

持ちと同時に、少し責任も感じました。 

聞く人の気持ちを考えながら、どう聞こえているかを意識して話したり、聞きやすいように、はっ

きり話すことを心がけました。緊張して噛んでしまうこともあったけど、楽しい経験でした。録音中

は静かにする必要があり、終始、緊張感がありましたが、すべての録音が終わったときには、ほっと

した気持ちと、やりきったという達成感がありました。 
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〈記念写真〉 

 最後に記念撮影を行い、音声案内の録音を終了しました。 

 録音した音声案内は、令和 8年 4月 1日から令和 9年 3月 31

日までの 1年間、放送される予定です。市営バスを利用される

みなさんが、私たちのアナウンスを聞いて、子ども会議の存在

を知ってくれるとともに、ますます市営バスに愛着を持っても

らえたら素敵だと思います。 

 

〈終わりに〉 

市営バスが 100 年もの長い間、青森市民の生活を支えてきたことを強く実感しました。子どもで

ある私たちも、100 周年という大きな節目の取組に参加できたことを、とても嬉しく思っています。

今回の活動が、市営バスの次の 100 年につながる取組の一つになれば嬉しいです。このような貴重

な機会をくださり、ありがとうございました。 

 

発表後は、引き続きセレモニーに参加しました。

セレモニー終了後には記念撮影を行い、すべてのプ

ログラムを終えました。 

 

活動報告会に向けて 

   市長と卒業委員へのプレゼントについて、活動を行いました。市長へのプレゼントは、前回の会議

で 3 つの候補に絞っていたため、完成イメージを掲載した資料を見ながら話し合い、投票数の多い

ものに決定しました。卒業委員へは、一人ひとりが思いを込めてメッセージを書きました。 

次に、活動報告会に向けた役割決めを行いました。みんなが進んで立候補してくれたため、スムー

ズに決めることができました。役割決定後は、それぞれの担当に分かれて活動を行いました。原稿の

確認や読み合わせ、スライドの作成、先輩委員へのメッセージ作成など、それぞれの役割に応じて準

備を進めました。中高生委員やサポーターを中心に手分けして作業に取り組み、全員で協力した結

果、予定していた時間よりも早く作業を進めることができました。 

 

 

  次回は、今年度最後の子ども会議となる「活動報告会」です。今年度の活動の集大成を、市長へ報告

します。 

  


